
2018～2019年度 R Iテーマ 

【第1460回例会次第（2019年2月第1回）】 

１. 開会点鐘                   

２．「君が代」「奉仕の理想」斉唱 

３．来賓及びビジター紹介 

４．会長挨拶 

５．幹事報告         

 Ａ．例会変更のお知らせ          ビジター受付 

    境港RC…2/5（火）2/7合同例会に振替 あり 

    米子東RC…2/6（水）    〃       あり 

    米子中央RC…2/7（木）合同例会     あり 

    米子RC…2/8(金)2/7合同例会に振替  あり 

 B．その他 

６．委員会報告 

 Ａ．親睦・出席委員会 

    出席報告・ファミリーの日・スマイル発表 

 Ｂ．その他 

8．閉会点鐘 

1月11日のMakeUp後の出席率 100.00％ 

No．1418

【第1459回例会記録(2019年1月第3回）】 

日時：2019年1月28日（月) 12：30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子  

出席率  66名[内免除7名] 中 43名 72.88％ 

ビジター 0名 

米山ＢＯＸ １，８７５円(累計 ５６，４３１円） 

RI会長 :ﾊﾞﾘｰ･ﾗｼﾝ(ﾊﾞﾊﾏ) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 末長範彦（岡山RC） 

 会長：本田雅一 幹事：坂口元昭 雑誌･会報：錦織信雄  

インスピレーションになろう 

日時：2019年2月4日(月）12:30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

〈2月〉平和と紛争予防/紛争解決月間 

 米子南RC例会運営一覧 

日 時 第 回例会 内 容 場 所 

2月7日(木)18:30～20:30 第1461回 

(2月第2例会） 

５ＲＣ合同例会 ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

2月25日(月)12:30～13:30 第1462回 

(2月第3例会） 

午輪句会講評 

 中村夢窓 主宰 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

3月4日(月)12:30～13:30 第1463回 

(3月第1例会) 

イニシエーションスピーチ 

 長井務 田中謙吉 宇佐見明 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

3月11日(月)12:30～13:30 第1464回 

(3月第2例会） 

卓話「ガイナーレ鳥取の歩み」 

 ｶﾞｲﾅｰﾚ鳥取 代表取締役社長 塚野正樹 氏 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

スマイル 

 本田雅一会長…ちょっと良い事がありました。 

 坂口千加広、金山博眞、松村順史…米子東高が第91回

選抜高校野球大会に出場が決まりました。ご支援の程、

よろしくお願い致します。 

 宇佐見明…入会致しました。宜しくお願い致します。 

お 知 ら せ  

・2/4(月）  定例理事会 ＡＮＡＣＰホテル米子 

・2/11(月)  例会休会  

・2/18(月)  例会休会 2/7 合同例会に振替        

【卓話】「日本の過去、現在、未来」 佐久間 信  

 日本の財政は、世界的に見ても、GDP

対比でワースト1位で有ります。戦後、

財政法第４条に記載してある条項を遵

守して、均衡財政で国債を発行せずに 

やってきましたが、１９６４年東京オ

リンピックの明くる年、１９６５年財源が不足し１年限

りという事で、公債特例法を起草し１兆円の国債を発行

し取りあえずしのいだ。１年限りという事だったが、明

くる年から覚せい剤に手を出した人の様にやめられなく

なり毎年、毎年、今年限りと現在まで、バブル時の３年

間を除いて毎年発行し、単年度の金額も数十兆円の単位

で当たり前の様に発行している（現在1100兆円と言われ

ている）。それなのに国会議員は、世界一の２２００万

円の他、他の国にはない文書交通費、公設秘書 立法事

務費、政務調査費、なども支給され総収入は断然世界一

の収入を得ている。財政はワースト１位なのに国会議員

の収入がベスト1位なのはどう考えてもおかしい。おまけ

に、国会議員に立候補すると３００～６００万円の供託

金が必要である（10％以下の得票者は没収）アメリカ、

ドイツ等は０円。   （裏面へ続く） 

7．卓話「山陰地方の消費動向について」  

  山陰合同銀行地域振興部産業調査グループ 

  副調査役 伊藤純久 氏 



庶民の人間の立候補を阻害している。世界はボランティアの議員がいる時代なのに！日本の国の評価

するのに何かないかと探したら、世界銀行のビジネス環境ランキングが有りそれを見ると、世界１９

０カ国中3年前が32位、1昨年が34位、昨年が39位と安部首相の2020年には、世界第3位の宣言とは反対

に下落している。2020年の東京オリンピックが終わると前回（前回の明くる年は、証券会社の取り付

け騒ぎなど大変であった、今回は消費税10％になったばかりなので）の悪夢が思い出される。丁度、

国債を出し始めた年である。地方の人口が激減しているが（空き家が激増している）この際、最低賃

金は鳥取県が762円 東京都が985円の格差が有るのであれば、消費税にも格差を付けると例えば、鳥

取県は5％ 中間の都市は8％ 東京・神奈川は10％とすれば、地方に工場等が分散されるであろう。

鳥取県は人口が少ないので、土地が安い、日本海側は潮の干満が少ない（此れは建設費が少なくて済

む）、汽水湖である等、大きなメリットだらけである。中海側のソフトバンクパネル群の米子側は、

係留式のマリーナにもってこいである、大山が見えて風光明媚、空港からも近い等、クラウドファン

ディングを利用して例えば１０００万円の人には100坪と2～3年の係留権を与える等すれば別荘地とし

又、老後の転居住地として来て頂ければ人口も増える。家の後ろは家庭菜園又前は船着き場と夢の様

な環境である。 最初は40バース造り一杯になれば奥へ掘り進み40バース増やすこうしていけば何年

後には日本一のマリーナになる可能性もある。人が集まればレストランが出来るかもしれない、夕日

を見ながらのデートスポットになるかもしれないし、此処から観光船が出るかもしれない夢一杯であ

る。 


